
　民有林の人工林では、41年生以上の森林が面

積で86％を占め、森林資源は量的、質的に充実

しています。県では森林環境の保全と森林資源の

適正利用を図るため、木材の搬出を伴う森林整備

が実施される森林経営計画区域内の林道・作業道

整備を推進しています。

（1）林道・作業道の整備

　地域資源である県産木材を利用することは、地

域の森林が再び育成される森林循環へとつながり

ます。そして健全に育成された森林は、水源の涵
かん

養や県土の保全などの公益的な機能を発揮して

人々に多大な恩恵をもたらします。

　県産木材の生産と利用を進めるには、木材運搬

のコストを下げるための林道や作業道が必要不可

欠です。

　林道は林業関係者や森林のレクリエーション利

用等、森林とのふれあいを求める人々が通行する

恒久的な道路で、木材生産や森林整備を進める上

で幹線となるものです。

　作業道は木材生産や森林整備のために林業機械

が走行する道路で、簡易な構造で整備が行われて

います。2011（平成23）年度からの森林経営計

画区域内の林道・作業道の新設延長は図２－３－

５－１のとおりです。

２　　森林経営計画区域内における林道・作業道の整備　【林政課】

作業道を利用した木材の集積作業
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図２－３－５－１　森林経営計画区域内の林道・作業道の新設延長

　間伐を適切に実施することは、森林の健全性を

高め、森林の持つ多様な公益的機能を高度発揮さ

せる上で重要です。

　また、間伐の際に発生する間伐材を運び出して

利用することにより、樹木が吸収した二酸化炭素

を木材として固定し続けることができるだけでな

く、間伐材を販売して中間収入を得ることにより、

森林所有者が森林を手入れする費用の負担を軽減

し、その後の適切な森林管理の継続と木材資源の

循環利用につなげていくことができます。

　間伐で伐った木を運び出すにはコストが掛かる

ため、森林の状態や地形・道路条件等によっては

採算が合わず、間伐材を森林内に残置することも

少なくありません。そのため、間伐を行う森林を

なるべく集約してまとめ、林内路網の整備や高性

能林業機械の活用などと併せて施業の効率化を図

ることにより、利用間伐を促進しています。

第１項　持続経営可能な森林づくり

１　　利用間伐の促進　【林政課】

  第５節　森林環境の保全

＜主な指標と最新実績＞

保安林面積（累計） 235,432ha

治山事業施工面積 42ha
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　県内の豊富な森林資源を循環利用し、持続的で

自立した林業経営を実現するため、施業集約化や

デジタル化・自動化を推進しています。

（1）施業集約化の推進

　民有林では、森林の所有規模は小さく、個々の

森林所有者が単独で効率的な施業を行うことは困

難な状況です。そこで、隣接する複数の森林所有

者から路網の作設や間伐等の施業を受託し、一括

して効率的に作業を行う施業の集約化が必要とな

っています。

　しかしながら、長期的な林業の低迷や森林所有

者の世代交代等により、森林への関心が薄れ、加

えて、境界不明や所有者不明の森林の増加により、

施業集約化には大変な労力が必要となっていま

す。

　そこで、この問題を解決するため、2019（平

成31）年４月に森林経営管理法が施行され、森

林経営管理制度がスタートしました。この制度で

は、森林所有者が自ら経営管理できない森林を市

町村に集約し、市町村による直接管理や「意欲と

能力のある林業経営者」への委託等により、効率

的な森林管理の実現を目指しています。

　この制度により、2021（令和３）年度末の時

点で県内の11市町村で、約167haの森林の経営

管理が市町村へ集約されています。

「森林経営管理制度」ホームページアドレス

https://www.pref.gunma.jp/04/e30g_00086.

html

（2）デジタル化・自動化の推進

　厳しい地形条件による高い労働災害発生率や低

い労働生産性といった林業特有の課題と、人口減

少などの社会的課題に対処していくため、発展が

著しいICTやロボット、AI等のデジタル化・自

動化技術を活用したスマート林業を推進しています。

（3）施業集約化による効率化

　個人や法人などが所有する本県の森林（民有林）

は、所有者の９割が所有面積５ha以下です。

　所有者ごとに森林整備を行うと採算性が悪いこ

とから、隣接する複数の所有者の森林をまとめて

一団として施業することにより、計画的かつ効率

的な森林作業道の作設が可能となり、さらに高性

能林業機械を使用することで丸太生産の生産性の

向上が図れます。県では、高性能林業機械の導入

を支援しており、2021（令和３）年度の調査では、

県内に211台の高性能林業機械が導入されていま

す。

　また、林業の低コスト化や労働負荷の軽減のた

め、下草刈り作業機械のリモコン化や無人運転機

械の開発が進められています。

３　　施業集約化、デジタル化・自動化の推進　【林政課、林業振興課】

表2－3－5－1　高性能林業機械稼働台数 （単位：台）

（注）年度は調査年度

年度 H30 R元 R２ R３

所有台数 178 187 204 211

高性能林業機械（プロセッサ）による造材作業（枝払い・玉切り）
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　県では、森林環境譲与税を活用し、森林経営管

理制度の本格的な運用が始まると想定している

2022（令和４）年度までに、高度化した森林資

源情報を市町村に提供するため「森林・木材資源

情報高度化推進事業」に着手しました。

　本事業では、森林資源の分布状況をより明確に

するため、人工知能（AI）を活用し、県が毎年撮

影している航空写真を基に林相区分図を作成しま

した。AIを活用することで、広域の樹種判読を

高精度かつ効率的に実施することが可能となりま

した。

　また、県が撮影した航空写真と、国土地理院が

管理している航空レーザ計測データを用いて、森

林の資源量を解析しました。これにより、先述の

AIによる樹種判読の結果と組み合わせることで、

樹種・立木密度・材積の分布状況を森林GIS上

で見ることができるようになりました。

　本事業で整備したこれらのデータを活用し、市

町村の経営管理権集積計画作成等を支援していま

す。

４　　森林情報の共有・高度利用システムの整備　【林政課】

図2－3－5－2　AIによる樹種の自動判読
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　森林クラウドシステムとは、森林・林業に関す

る多くの情報を一元管理する森林GIS（地理情報

システム）を、情報ネットワークを通じて県・市

町村・林業事業体等の県内森林・林業関係者が利

用できるシステムです。

　森林・林業に関する情報とは、森林の分布状況

を示した図面や空中写真等の地図情報、森林の樹

種・林齢・面積・立木材積等の資源情報、伐採・

造林等の施業履歴情報、林道・作業道等の路網情

報が主なものです。

　クラウド化のメリットとして、ネットワークを

通じて機能を利用できるため任意の端末・場所で

情報を検索・閲覧できることや、関係者間でデー

タを共有し相互利用できること、個別のシステム

開発が不要であるためデータの保守管理負担が縮

減できることなどが挙げられます。

群馬森林GISの森林クラウドシステムについてコラム
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表2－3－5－3　労働災害件数　 （単位：件・人）

年次 H29 H30 R元 R２ R３

労働災害件数 27 22 18 26 24
（内数で死亡者数） (1) (2) (0) (1) (0)

表2－3－5－2　林業従事者数 （単位：人）

年度 H28 H29 H30 R元 R２

林業従事者数 714 712 688 670 667

　森林組合は、森林所有者が組合員となって組織

され、森林経営だけでなく、森林の保続培養とい

う公益的機能の発揮を担う団体です。

　県内の15森林組合には森林所有者の約4割が加

入しており、その所有面積は約13万haに及び、

県内民有林面積の半分以上を占めています。

　また、2020（令和2）年度の素材生産量にお

いては、森林組合により約9万2千㎥が生産され、

県内民有林からの生産量の4割近くを占めている

ことからもわかるとおり、森林組合は地域林業の

中核的担い手として大きな役割を果たしています。

　県内の森林資源は、量的にも質的にも充実し、

「植えて育てる」時代から「伐って使う」時代を

迎えています。「植える→育てる→使う→植える」

という森林資源の循環利用を促進することにより、

健全な森林が育成され、森林の持つ公益的機能が

発揮されることになります。

　森林整備や素材生産を担う森林組合の役割はさ

らに大きくなっていくことから、森林組合の経営

体質の改善や経営強化を支援していきます。

(1) 林業従事者の確保・育成

　林業の現場は、道路のない場所や傾斜地で機械

化できない現場での作業も多く、人手が必要です。

一方、林業の現場作業を担う本県の林業従事者数

は、1982（昭和57）年度の1,797人から2006（平

成18）年度の604人にまで減少し、ここ数年は

700人前後で推移しています。

　森林整備により水源涵
かん

養や災害防止機能などを

発揮させ、伐採適期を迎えた人工林を中心とした

森林資源を循環利用するためには、林業従事者の

確保・育成・定着が大きな課題となっています。

　このため、群馬県労働力確保支援センターや群

馬県森林組合連合会などと連携して、様々な対策

に取り組んでいます。

　新規就業者の確保対策では、ガイダンスの開催

や就業相談窓口の設置、林業体験ツアーや研修の

開催、就業支援のための給付金の支給を実施して

います。

　育成・定着対策では、基礎的な知識・技術を体

系的に学ぶ緑の雇用事業への支援、高性能林業機

械の操作や森林作業道の作設などの技術向上を目

的とした研修を実施しています。また、労働環境

改善のための林業機械貸付、退職金共済等への掛

金助成やＯＪＴ指導者向け研修の開催なども実施

しています。

（2）労働安全衛生対策

　林業における労働災害は長期的には減少傾向に

ありますが、他産業に比べて、労働災害の発生率

等は依然として高い状況です。とりわけ伐木作業

での労働災害が林業全体の発生件数の約７割を占

めており、特に基本を逸脱した伐倒作業などによ

って発生する事例が後を絶ちません。

　このため県では、林業における労働災害の防止

と労働安全衛生の促進を目的として、林業・木材

製造業労働災害防止協会群馬県支部や群馬労働局

（労働基準監督署）と連携した林業作業現場巡回指

導を実施するとともに、リスクアセスメント普及

講習、特殊健康診断、蜂アレルギー検査、チェー

ンソー作業従事者再教育講習などを支援しています。

２　　林業従事者の確保・育成　【林業振興課】

１　　森林組合強化対策　【林業振興課】

第２項　森林を支える仕組みづくり
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　近年、台風の大型化や局地的な集中豪雨の頻発

により、山地災害の発生する危険性が高まること

が懸念されています。

　治山事業は、森林の維持造成を通して、森林の

持つ公益的機能を発揮させることにより、山地に

起因する災害から県民の生命・財産を守るととも

に、水源の涵
かん

養や生活環境の保全等を図る上で重

要な事業であり、安全・安心な地域社会の基盤を

確立する「災害レジリエンスNo.1の実現」を目

指しています。

（1）治山施設による山地災害防止・軽減

　荒廃した山地や荒廃のおそれの高い保安林、地

すべりが発生した地域等において、治山事業を実

施しています。荒廃渓流の土砂流出を抑制するた

めの治山ダム工、崩壊斜面を安定させるための土

留工、地すべりを防止するための施設等を設置す

ることにより、公益的機能の高い森林づくりを進

め、荒廃山地の復旧及び山地災害の予防に努めて

います。

　2021（令和３）年度は、大雨を起因とする山

地災害の発生はありませんでしたが、引き続き令

和元年東日本台風（台風第19号）等による災害

復旧を進めるとともに、防災・減災のための予防

工事、長寿命化・老朽化対策工事を実施しました。

　治山事業施工面積の推移は表２－３－５－４の

とおりです。

２　　治山事業の推進　【森林保全課】

土留工、法枠工による山腹崩壊の復旧

表2－3－5－4　治山事業施工面積の推移（単位:ha）

年度 H29 H30 R元 R２ R３

面積 49 45 36 47 42

　森林は、木材や多様な林産物を生産しながら、

水源の涵
かん

養、土砂の流出や崩壊の抑制、二酸化炭

素の固定、生物多様性の保全、防風・騒音緩和な

ど生活環境の保全、癒やしやレクリエーションの

場を提供するなど、多様な公益的機能を発揮して

います。

　スギやヒノキなどの人工林では、植栽後の樹木

の成長を促すための下刈りや、樹木の成長に応じ

て生育密度を調整する「間伐」などの施業を適切

に行うことにより、木材としての利用価値を高め

るとともに、森林の健全性が高まり、公益的機能

の高度発揮が期待されます。

　しかしながら、適切に間伐が行われていない森

林では、本数が過密になって林内が暗くなり、下

層植生が衰退して防災機能や生物多様性の低下を

招くほか、樹木の生育不良により、木材生産機能

をはじめとする様々な機能が低下してしまいま

す。

　県では、森林所有者等が実施する間伐等の施業

実施を支援し、公益的機能の高い森林づくりを推

進しています。

１　　間伐等の推進　【林政課】

第３項　公益的機能の高い森林づくり
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（1）森林病害虫

  本県の森林に大きな被害をもたらす森林病害虫

として、アカマツやクロマツが枯れる「マツ枯れ」

と、コナラやミズナラなどが枯れる「ナラ枯れ」

があります。「マツ枯れ」は、マツノマダラカミ

キリが運んでくるマツノザイセンチュウが、「ナラ

枯れ」はカシノナガキクイムシが運んでくるナラ

菌が、元気なマツやナラに入り込んで枯らしてし

まう病気です。

　県内のマツ枯れ被害は、1978（昭和53）年頃

から発生し、1992（平成４）年頃の被害が最も

多く、現在でも赤城山や太田の金山、館林の多々

良沼周辺などで多く発生しています。

　被害にあったマツは、そのままにしておくと、

マツノマダラカミキリが増えたり、枯れたマツが

風で倒れる危険もあるため、できる限り伐採して

います。

　また、マツ枯れ跡地には、シノなどが生えてし

まうため、自然に元の姿に戻ることはありません。

　このように荒廃した森林は、野生動物が隠れや

すくなるため、森林被害の増加も考えられます。

　できるだけ早く、次の世代の木を植えて森林を

再生する必要があります。

　今後も市町村や森林ボランティア等と協力して、

マツ枯れ被害が広がらないよう、またマツ枯れ跡

地の森林の再生が進むよう努めます。

  ナラ枯れ被害は、2010（平成22）年度にみな

かみ町で初めて確認されました。2014（平成

　水源の涵
かん

養、山地災害の防止など、私たちの暮

らしを守る上で特に重要な役割を果たしている森

林を、国や県が保安林に指定しています。保安林

では、その働きが損なわれないように、立木の伐

採や土地の形質変更を制限したり、治山事業によ

って適切に手を加えるなど、保安林としての機能

を維持・増進するために必要な管理を行っていま

す。

　2021（令和３）年度末現在、本県の保安林面

積は23万haで、林野面積の約55％、県土面積の

約37％を占めています。保安林面積（累計）の

推移は表２－３－５－５のとおりです。

３　　保安林の適正な管理・保全・指定の推進　【森林保全課】

表2－3－5－5　保安林面積（累計）の推移（単位:ha）

年度 H29 H30 R元 R２ R３

面積 234,179 234,340 234,592 234,700 235,432

ボランティアによるマツ枯れ跡地の森林再生

５　　森林病害虫、気象害、林野火災対策　【林政課】

マツが枯れ、シノだらけになった森林

　保安林以外の民有林については、１haを超える

開発行為に対する許可制度を通して森林の適正な

保全を図っています。

　また、保安林を含めた民有林について森林保全

巡視指導員及び森林保全推進員（ボランティア）

による森林パトロールを実施し、各種森林被害の

予防及び森林被害等に対する適切な応急措置を行

うとともに、森林所有者や入山者に対し森林の適

切な保護や管理について指導を行っています。

４　　林地開発許可制度の適正な運用　【森林保全課】
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26）年度には県内での被害が一旦終息しましたが、

2015（平成27）年度の再発後、被害量は増加傾

向で、特に2020（令和２）年度については大幅

に被害量が増加しました。2021（令和３）年度

は県内２市町目となる館林市でも被害が発生して

います。シイタケ栽培の盛んな本県にはコナラ林

がたくさんあります。ドングリの木でもある大切

なナラが無くなってしまわないよう、被害の発生

状況などの調査を行い、早期発見と被害拡大の防

止に努めます。

（2）気象害

　異常気象と呼ばれる大規模な気象災害が、いつ

の間にか「当たり前」になりつつあります。

　本県でも、夏の台風や集中豪雨による水害や風

害、冬の寒風害などが毎年のように発生していま

す。

　被害が発生した森林は、そのままにしておくと

大変危険です。少しでも早く元の姿に戻るよう、

被害木を整理して植え直し、森林の再生に努めて

います。

 

（3）林野火災対策

　2021（令和３）年の林野火災発生件数は17件、

被害面積は60.20haで、発生件数は過去５年間

で最も多くなりました。

  季節的には、湿度の低い１月から５月にかけて

多く発生しており、原因が特定できないものを除

くと、たき火等の野外焼却や火遊びなど、人為的

なものが出火原因のほとんどを占めています。 

　このため、県では、予防対策として、山火事予

防運動実施期間（3月1日から5月31日まで）に、

巡視活動、広報車によるパトロールと注意喚起、

山火事用心のポスターの掲示などを関係機関と連

携を図りながら実施しています。

林野火災現場の消火状況

水害による山崩れで倒れたヒノキ

カシノナガキクイムシの発生状況調査

129

第２部　ぐんまの環境　第３章　自然との共生と森林（もり）づくり



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


